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党
県
連
合
は
、

２
年
毎
に
開
催

す
る
第
‐１
固
定
期
大
会
を
５
月
セ

日
、

岡
山
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
４
０
名
が
参
加
し
て
開
催

し
ま

し
た
。

井
上
副
代
表

の
司
会

で
始
ま
り
、

ま
す
昨
年

の
３

・‐１

東

日
本
大
震

災

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
黙
と

う
し
、

井
原
支
部

・
畑
地
さ
ん
を

議
長
に
選
出
し
ま
し
た
。

繁
酪
酢
発

初
め
に
藤

日
代
表
は
、

「
政
治

不
信

の
拡
大
は
小
選
挙
区
制
導

入

が
最
大

の
根
源
、

政
権
交
代
だ
け

が

目
的
化
さ
れ
、

思
想
と
理
念
が

な
か
っ
た
。

小
さ
く
な
っ
た
社
民

党
だ
が
、

大
衆

の
中
に
思
想
と
理

念
を
広
め
て
い
く
た
め
に
全
力
を

あ
げ

よ
う
」

と
述

べ
ま
し
た
。

続

い
て
来
賓
か
ら
は
、

古
矢
副

知
事
に
続

い
て
、

伊
東
倉
敷
市
長

が
初
め

て
あ
い
さ

つ
、

２
期
目
の

抱
負
と
選
挙

で
の
応
援

の
お
礼
が

述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

小
林
岡
山
市
議
は
、

「
人
間

の

尊
厳
を
護
る
原
点
に
立
ち
運
動
を

進
め
て
ほ
し
い
」

と

エ
ー

ル
を
送

り
ま
し
た
。

新
社
会
党
、

岡
山
地

区
労
に
続
き
、

全
国
連
合

の
中
川

組
織
局
長
は
、

「
脱
原
発
は
生
活

再
建
そ

の
も

の
の
戦

い
、

政
権
交

代

の
意
味
を
逆
戻
り
さ
せ
な
い
た

め
に
総
選
挙
に
全
力
を
」

と
訴
え
、

一
般
党
務
報
告

（
福
島
幹
事
長
）

で
は
、

岡
山
市
議
選
を
戦
つ
て
、

選
挙
結
果
は
残
念
だ

っ
た
が
、　
こ

れ
ま
で
に
な

い
党
員

の
そ
れ
ぞ
れ

が
自
角

の
こ
と
と
し
て
頑
張
っ
た

こ
と
、

総
括
会
議

で
は

日
常
活
動

を
強
め
る
た
め
、

「
新
報
」

読
者

会
を
開
始
、

「
岡
山
版
」

の
定
期

発
行
な
ど
に
繋
が

っ
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、

財
政

・
規
律
委
員

会
報
告
な
ど
党
務
報
告
を
承
認
。

※
※
※
※
※

活
動
方
針
で
は

「
高
速
バ
ス
事

故
か
ら
な
に
を
学
ぶ
か
。

規
制
緩

和
で
労
働
者
、

国
民
が

し
わ
よ
せ

を
受
け

て
い
る
。

規
制
緩
和
の
間

題
点
を
調
査

・
点
検

・
掘
り
起

し

で
、

見
え
る
党
活
動
に
し
て
い
く
」

運
動
を
補
強
意
見
と
し
て
取
り
入

れ
、

関
連

し
て
私
鉄

の
伸
間
か
ら

金
子
中
国
フ

ロ
ツ
ク
議
長
も

「
比

例
票
拡
大

の
選
挙
力
針
を

早
期
に

出
す
。

活
動
者
交
流
会
で
意
志
統

一
を
図
る
」

と
述

べ
ま

し
た
。

「
か

つ
て
は
深
夜
な
ど
運

行
規
則
な
ど
網
含
が

関
与
、

い
ま
規
制
緩
和
で
、

起
き
る
べ
く

し
て
起
き
た
事
故
。

労
働
組
合
が

も
っ
と
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
」

と
、

党
や
組
合

の
大
切
さ
を
強
調

す
る
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

年
金

・
女
性
党
費
引
上
げ
案
は
、

「
わ
す
か
な
年
金
に
、

引
上
げ

は

家
族
党
員
や
新
報
代
な
ど
重
な
る

と
大
き
な
負
担
に
な
る
。

事
情
を

考
慮

し
て
ほ
し
い
」

と

の
発
言
が

あ
り
、

「
事
情

の
あ
る
場
合
は
者

慮
も
す
る
。

支
部

で
要
請
が
あ
れ

ば
説
明
に
出
向

く
」

「
家
族
党
員

の
負
担
を
者
慮
す
る
な
ど
、

引
上

げ
絶
対

で
な
く
、

相
談
が
あ
れ
ば

個
別
対
応

し
て
い
く
」

と
し
、

引

上
げ

７
月
実
施

で
予
算
案
を
承
認
本

「
脱
原
発
」

社
会
を
め
ざ
す
特
別

決
議
、

平
和

・
護
憲
と
県
民

・
市

民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、

衆
院

選
に
全
力
を
挙
げ

る

「
大
会
宣
言
」

を
採
択
し
、

新
役
員
を
選
出
し
、

福
島
新
代
表

の

「
団
結
が
ん
ば

ろ

う
」

で
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

新

４
役
体
制

代
　
表
　
　
福
島
捷
美

（
新
）

副
代
表
　
　
井
上
昭
雄

（
再
）

幹
事
長
　
　
武
本
恒
夫

（
新
）

副
幹
事
長
　
矢
吹
準

一
（
新
）

”
　
　
　
野
崎
　
保

（
再
）

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
５
月

２２
日
、

関
業
。

前
日
に
は

金
環
日
食
で
、

２
日
続
け

て
日
本
中
が

天
空
に
話
題
を
は
せ

た
。

天
体

の
運
動
は
何
百
年
先

で

も
計
算

で
動
き
が

予
測
さ
れ
、　
ツ

リ
ー

も
計
算
し
尽
く
さ
れ
、

科
学

の
成
果
と

い
え
よ
う
。

歴
史
的

に

は
源
平
合
戦
で
水
島

の
合
戦
時
に

出
現
し
た
日
食
に
源
氏
は
狼
狽
し
、

平
家
は
陰
陽
師

の

「
科
学
」

で
事

前
に
日
食
を
知
り
混
乱
す
る
源
氏

に
政
め
勝
っ
た
と

い
う

▼
と

こ
ろ

で
高
さ
６
３
４

ｍ
に
決
ま
っ
た

の

は
、

”

ム
サ

シ
”

の
ゴ

ロ
だ

っ
た

と
か
。

科
学

の
粋
も
棟
梁
に
似
た

生
き
た
人
間

の
な
せ
る
業

の
よ
う

に
、

ど

こ
か
人
間
ら
し
さ
が
あ

っ

て
ホ
ツ
と
す
る

▼

一
カ
、

大
阪
維

新

の
会
が
す
す
め
る
条
例

の
力
発

達
障
害
は
家
庭

の
愛
情
欠
如
”
に

「
非
科
学
的
」

の
批
判

の
声
が
あ

が

て
い
る
。

人
を

つ
く
る
教
育

の

場
で
、

首

長
の
恣
意

（
独
誠
）

で

左
右
す
る
こ
と
が

「
民
意
」

で
は

社

民

党

県

連

合

会

議

室

¨

像
！！．蝿
覇畿孝韻轟畠

設

新代表 福 島捷美 (写真中央)"実
行力を問われる党県連合

"

スポーツ界の格言は 「練習はウソをつ
かない」。長島、王、落合、イチロー

しかりである。また、記者席の格言は
「記事|よデスクが書くものではなく、
足で集めるものだ」ということがあ
る。翻つて、私の県議選のとき、当選
を予演」したのは20人 ほどいた記者の
中で、唯一人私に終始密着をしていた
女性記者のみです。
ます先に行動する党県連合を目指して
頑張ります。

新幹事長 武 本恒夫 G真 右)
幹事長に就任しました、武本です。大
役を担う立場で非常に身のヨ|き締まる
思いです。
さて、私たち国民の眼前には多くの難
題があり、脱原発 ・消費i曽税反対 ・社
会保障制度の改正等々、また、低所得
者には生活苦が重くのしかかっていま
す。私たち社民党は国民の生活再建に
向けて努力していきます。党員 ・支持
者の皆さんの力が必要です。ともに頑
張つていきましょう。

井上。福島・武本

６

月

１

３

日

　

７

月

１

１

日

“

弓
之
町
「時
事
問
題
懇
情
会
」
¨

毎
月

・
第

３
金
曜

日
　

１
８
時
～
“

６
月

１
５
日
　

県
連
合

　

一

い
ず

れ
も

同
じ
場
所

　

　

　

　

¨


